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血液透析、始めました。

皆さん、こんにちは。12月から生協病院に透析室を開設しました。

開設後、透析患者さんの入院診療の要望が予想以上に多いことに驚きました。11月30日に一人目の患者さんが入院し、そ

の後２ヶ月半で約10人の入院患者さんを受け入れました。

経験豊富なスタッフも多数入職してくれ、新築のきれいな施設で昨年発売したばかりの最新機器でどんな血液透析にも対

応ができ、恵まれた環境です。

ぜひ、見学に来て下さい！

末期腎不全になったときの腎代替療法(血液透析・腹膜透析・腎移植)の選択外来も１月から始めています。実は宮崎県は

他県と比較し(特に宮崎市)、腹膜透析・腎移植を選択できる患者さんが少ないことが課題です。

生協病院では血液透析だけでない、患者さんにあった最適な腎代替療法を提供できるように心がけています。２月８日に

は腎代替療法をテーマに患者さん向けの院内講演会も行いました。

皆さん、腎臓内科に興味ありませんか？

生協病院は腎透析医療を担ってくれる若者を待ち望んでいます。

宮崎生協病院

内科　眞川　昌大
（写真一番右）

小児科外来
2019年12月から、小児科外来は附属棟１階へ移転しました。これま

での外来より3倍の広さとなり、診察室も十分なスペースが確保でき

ています。また、一般外来と予防接種・乳児健診の待合室は分かれて

いるため、病気の子と一緒にならないようになりました。

一般外来の待合室も広くなり、その中心には本棚を設置しています。

色々な本がある中で、子どもたちがよく手にとっているのは「図鑑シ

リーズ」です。乗り物、食物、昆虫、動物、恐竜シリーズがあります。そ

の中でも、「恐竜図鑑」「昆虫図鑑」は子どもたちに人気があるようで

す。お父さんやお母さんも一緒になり真剣にみられている光景も見ら

れますよ。絵本は大人と子どものコミュニケーションツールのひとつです。絵本を通して、心ふれあう楽しいひとときを過ご

してもらえたらいいですね。診察の待ち時間に、本を活用してもらえるといいなと思っています。

附属棟へ移転後は、事務スタッフも配属され、看護師とともに小児科スタッフが固定化されました。いつも同じスタッフが対

応できるため、スタッフと患者さんや家族が顔なじみになれます。病気の時はもちろん、成長も見守りながら、かかりつけ

医として「何でも相談できる！」と安心して来院してもらえるような場を作れるように、これからも、小児科スタッフ全員で取

り組みたいと思います。

宮崎生協病院　小児科外来　三好里美
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宮崎生協病院は昨年12月に

1階小児科、2階健診科

3階人工透析室を備えた

附属棟を開設しました

見学・実習等お気軽に

お問い合わせ下さい

「急に具合が悪くなる」

（宮野真生子（まきこ）、
磯野真穂 著）

13 てのひら医学生と宮崎民医連の情報誌。 14てのひら 医学生と宮崎民医連の情報誌。


